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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第60期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第61期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第60期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

営業収益 (千円) 4,051,489 3,596,565 16,013,586

経常利益 (千円) 197,018 55,481 689,229

四半期(当期)純利益 (千円) 120,687 31,503 387,123

純資産額 (千円) 2,754,077 2,901,724 2,905,590

総資産額 (千円) 9,082,035 8,751,895 9,176,998

１株当たり純資産額 (円) 291.83 308.48 307.91

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 12.86 3.36 41.24

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.2 33.1 31.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △196,039 △406,041 578,926

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 518 △1,552,335 △19,426

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △98,800 △239,177 △36,823

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,459,031 1,076,689 3,270,869

従業員数 (名) 338 337 327

 (注) １.営業収益には、消費税等は含まれておりません。

        ２.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

　　　　　 ん。
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２ 【事業の内容】

　　当第１四半期連結会計期間において、当企業集団において営まれている事業の内容に重要な変

　　更はありません。

　　　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 337

(注) 従業員は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 268

(注) 従業員は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当企業集団の主要事業は、港湾運送事業、陸上運送事業、倉庫業、通関業およびその他事業であるため、

生産実績という概念を有しておりません。

　

　
(2) 受注実績

当企業集団が営んでいる物流事業においては、取引の殆どが固定客との年間を通じての日々の継続取

引であるため、受注と販売との厳密な区分を行なっておりません。

　

　
(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

区分

前第１四半期連結会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

当第１四半期連結会計期間
自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

前年同期間比

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
増減比
(％)

  港湾運送事業及び
  港湾付帯事業

3,938,09297.2 3,510,86197.6 △427,230△10.8

   港湾運送事業 1,816,03644.8 1,605,55844.6 △210,477△11.6

   陸上運送事業 776,30019.2 610,03217.0 △166,268△21.4

   倉庫業 817,85720.2 732,43020.4 △85,427△10.4

   通関業 527,89613.0 562,84015.6 34,9436.6

  その他事業 　 　 　 　 　 　

   その他事業 113,3972.8 85,7032.4 △27,693△24.4

合計 4,051,489100.0 3,596,565100.0 △454,924△11.2

      (注) 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありませ

　　ん。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年からの世界的な金融危機の影響や世界景

気の低迷が続き、企業収益の大幅な減少による雇用情勢の悪化や個人消費の低迷により依然厳しい

状況で推移いたしました。 

　物流業界におきましては、アジア向けが持ち直したことで回復の兆しが見られるものの、欧米から

の輸入が落ち込んだことで輸入全体は緩やかに減少し、その中でも食品の輸入量は、水産物、畜産物、

野菜・果実が総じて減少いたしました。また国内においても鋼材の在庫調整の継続により、物流量が

低迷したことから、当企業集団を取り巻く環境は厳しい状況で推移いたしました。 

　このような状況下、当企業集団は輸出入貨物取扱い等の受注獲得に努めたものの、当第１四半期に

おける営業収益は前年同期間比11.2％減の3,596,565千円となり、経常利益は前年同期間比71.8％減

の55,481千円、四半期純利益は前年同期間比73.9％減の31,503千円となりました。 

 

事業セグメント別の営業状況は、次のとおりであります。 

[港湾運送事業および港湾付帯事業] 

　港湾運送事業は、沿岸荷役料収入および港湾施設使用料収入が減少したため、営業収益は前年同期

間比11.6％減の1,605,558千円となりました。 

　陸上運送事業は、鋼材のトラック運送料収入が減少したため、営業収益は前年同期間比21.4％減の

610,032千円となりました。 

　倉庫業は、入出庫作業料収入が減少したため、営業収益は前年同期間比10.4％減の732,430千円とな

りました。 

　通関業は、輸入食品衛生検査料収入が増加したため、営業収益は前年同期間比6.6％増の562,840千

円となりました。 

　この結果、港湾運送事業および港湾付帯事業の営業収益は前年同期間比10.8％減の3,510,861千円

となり、営業利益は前年同期間比25.4％減の222,618千円となりました。 

[その他事業] 

　その他事業は、構内作業料収入が減少したため、営業収益は前年同期間比24.4％減の85,703千円と

なり、営業利益は前年同期間比38.5％減の10,783千円となりました。 

 

　（２）財政状態の分析

（資　産） 

　当第１四半期連結会計期間末の資産は8,751,895千円となり、前連結会計年度末に比べ425,103千円

減少いたしました。主な要因は現金及び預金が644,179千円減少した一方、受取手形及び営業未収入

金が107,644千円、関税等立替金（流動資産・その他）が75,738千円増加したことによるものであり

ます。
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（負　債） 

　負債は5,850,171千円となり、前連結会計年度末に比べ421,236千円減少いたしました。主な要因は

未払法人税等が198,557千円、賞与引当金が109,575千円、長期借入金が129,000千円がそれぞれ減少

したことによるものであります。 

（純資産） 

　純資産は2,901,724千円となり、前連結会計年度末に比べ3,866千円減少いたしました。主な要因は

利益剰余金が前連結会計年度の剰余金処分により65,705千円が減少した一方、当四半期純利益の計

上により31,503千円増加したこと。その他有価証券評価差額金が36,602千円増加したことによるも

のであります。 

 

　（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は営業活動に

より406,041千円、投資活動により1,552,335千円、財務活動により239,177千円とそれぞれ減少した

ことから、前連結会計年度末に比較し2,194,179千円の減少となり、当第１四半期連結会計期間末に

は1,076,689千円となりました。 

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

あります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　営業活動において減少した資金は406,041千円（前年同四半期210,002千円減）となりました。 

　これは税金等調整前四半期純利益金額が52,639千円となり、非資金項目である減価償却費17,753千

円、退職給付引当金の増加額23,024千円があったものの、売上債権の増加額101,547千円、仕入債務の

減少額51,712千円、法人税等の支払額196,662千円があったことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　投資活動において減少した資金は1,552,335千円（前年同四半期1,552,853千円減）となりました。

　これは定期預金の預入による支出1,550,000千円があったことによるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動において減少した資金は239,177千円（前年同四半期140,376千円減）となりました。 

　これは長期借入金の返済による支出176,500千円および配当金の支払額59,184千円があったことに

よるものであります。 

 

　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　　　当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　　に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

（５）研究開発活動

　　　　　該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　 当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 37,589,000

計 37,589,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,389,000 9,389,000
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は
1,000株であります。

計 9,389,000 9,389,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月30日 ― 9,389,000 ― 856,050 ― 625,295

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　2,000

― ―

完全議決権株式(その他)
　 普通株式　　
         9,385,000

9,385 ―

単元未満株式 普通株式　2,000 ― ―

発行済株式総数 9,389,000― ―

総株主の議決権 ― 9,385 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権1個）含まれ

ております。

　

② 【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　　大
東港運株式会社

東京都港区芝浦3-7-9 2,000 ― 2,000 0.0

計 ― 2,000 ― 2,000 0.0

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 238 215 217

最低(円) 210 201 195

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財

務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年

４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けて

おります。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成21年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,626,689 3,270,869

受取手形及び営業未収入金 2,461,810 2,354,165

たな卸資産 ※1
 79,182

※1
 80,912

前払費用 73,743 40,463

繰延税金資産 99,599 119,370

その他 205,494 128,967

貸倒引当金 △26,519 △24,562

流動資産合計 5,519,999 5,970,185

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 473,920 482,931

機械装置及び運搬具（純額） 13,925 14,785

土地 1,412,637 1,412,637

リース資産（純額） 43,693 39,875

その他（純額） 13,432 14,285

有形固定資産合計 ※2
 1,957,609

※2
 1,964,514

無形固定資産 238,134 226,098

投資その他の資産

投資有価証券 301,936 254,503

破産更生債権等 68,342 93,369

繰延税金資産 309,878 327,475

その他 422,523 432,414

貸倒引当金 △66,529 △91,562

投資その他の資産合計 1,036,152 1,016,199

固定資産合計 3,231,895 3,206,813

資産合計 8,751,895 9,176,998
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（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成21年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,805,161 1,851,354

短期借入金 1,202,969 1,248,309

未払法人税等 2,393 200,950

賞与引当金 116,503 226,078

その他 421,758 307,888

流動負債合計 3,548,785 3,834,580

固定負債

長期借入金 1,083,494 1,212,494

再評価に係る繰延税金負債 213,666 213,666

退職給付引当金 810,432 787,279

役員退職慰労引当金 1,113 148,152

負ののれん 6,511 7,441

長期未払金 119,525 －

その他 66,643 67,793

固定負債合計 2,301,386 2,436,827

負債合計 5,850,171 6,271,408

純資産の部

株主資本

資本金 856,050 856,050

資本剰余金 625,295 625,295

利益剰余金 1,417,065 1,451,267

自己株式 △909 △909

株主資本合計 2,897,501 2,931,702

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △615 △37,217

土地再評価差額金 3,885 3,885

為替換算調整勘定 △5,186 △8,204

評価・換算差額等合計 △1,916 △41,536

少数株主持分 6,139 15,424

純資産合計 2,901,724 2,905,590

負債純資産合計 8,751,895 9,176,998
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年4月1日
 至 平成21年6月30日)

営業収益 4,051,489 3,596,565

営業原価 3,076,610 2,734,692

営業総利益 974,879 861,873

販売費及び一般管理費 ※1
 776,275

※1
 801,849

営業利益 198,604 60,024

営業外収益

受取利息 1,322 2,115

受取配当金 3,750 2,968

受取保険金 830 185

受取地代家賃 832 842

負ののれん償却額 930 930

為替差益 2,827 －

その他 3,197 1,247

営業外収益合計 13,691 8,288

営業外費用

支払利息 13,989 12,556

その他 1,288 275

営業外費用合計 15,277 12,831

経常利益 197,018 55,481

特別利益

投資有価証券売却益 － 550

退職給付引当金戻入額 526 －

特別利益合計 526 550

特別損失

固定資産除却損 8 3,391

特別損失合計 8 3,391

税金等調整前四半期純利益 197,536 52,639

法人税、住民税及び事業税 6,055 2,825

過年度法人税等戻入額 △13,122 －

法人税等調整額 83,936 27,595

法人税等合計 76,868 30,420

少数株主損失（△） △19 △9,284

四半期純利益 120,687 31,503
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年4月1日
 至 平成21年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 197,536 52,639

減価償却費 14,600 17,753

負ののれん償却額 △930 △930

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,751 555

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,947 23,024

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,307 8,320

受取利息及び受取配当金 △5,072 △5,083

支払利息 13,989 12,556

投資有価証券売却損益（△は益） － △550

有形固定資産除却損 8 3,386

売上債権の増減額（△は増加） △343,202 △101,547

たな卸資産の増減額（△は増加） △30,015 1,730

仕入債務の増減額（△は減少） 165,397 △51,712

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,298 6,802

その他 680 △135,084

小計 31,700 △168,139

利息及び配当金の受取額 5,072 5,088

利息の支払額 △14,049 △13,231

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △218,762 △196,662

役員退職慰労金の支払額 － △33,097

営業活動によるキャッシュ・フロー △196,039 △406,041

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △1,550,000

有形固定資産の取得による支出 － △3,420

有形固定資産の売却による収入 54 445

無形固定資産の取得による支出 △250 －

投資有価証券の取得による支出 △1,846 △1,858

投資有価証券の売却による収入 － 1,350

貸付けによる支出 △2,400 △6,100

貸付金の回収による収入 4,960 7,249

投資活動によるキャッシュ・フロー 518 △1,552,335

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 30,057 29,469

短期借入金の返済による支出 － △29,469

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △164,992 △176,500

自己株式の取得による支出 △142 －

リース債務の返済による支出 △645 △3,492

配当金の支払額 △63,077 △59,184

財務活動によるキャッシュ・フロー △98,800 △239,177

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18,097 3,374

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △312,419 △2,194,179

現金及び現金同等物の期首残高 2,771,450 3,270,869

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,459,031

※1
 1,076,689
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

  該当事項はありません。

 

２　持分法の適用に関する事項の変更

　該当事項はありません。

 

３　連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

　該当事項はありません。

 

４　会計処理基準に関する事項の変更

　該当事項はありません。

 

 

５　四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲の変更

　　　該当事項はありません。
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【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

　役員退職慰労引当金

当社は、平成21年６月26日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止および同

日までの在任期間に対する退職慰労金を、各取締役それぞれの退任時に支給することを決議いた

しました。

　これに伴い、役員退職慰労引当金を全額取り崩し、退職慰労金相当額119,525千円を固定負債に

「長期未払金」として計上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　※１．たな卸資産
　　　　　　　仕掛作業支出金　　 75,755千円
　　　　　　　貯蔵品　　　　　　  3,426千円
 
　※２．有形固定資産の減価償却累計額
　　　　　　　　　　　　　　　　843,270千円

　※１．たな卸資産
　　　　　　　仕掛作業支出金　 　77,150千円
　　　　　　　貯蔵品　　　　　 　 3,761千円
 
　※２．有形固定資産の減価償却累計額
　　　　　　　　　　　　　　　　848,631千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

 ※１．販売費及び一般管理費の主なもの

        給料賞与　　　　　　　　　　345,874千円

　　　　賞与引当金繰入　　　　　　　106,744千円

　　　　退職給付費用　　　　　 　　　58,167千円

 ※１．販売費及び一般管理費の主なもの

        給料賞与　　　　　　　　　　339,032千円

　　　　賞与引当金繰入　　　　　　　102,861千円

　　　　退職給付費用　　　　　 　　　61,290千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

※1.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,459,031千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―　千円

現金及び現金同等物 2,459,031千円
 

※1.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,626,689千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,550,000千円

現金及び現金同等物 1,076,689千円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成21年４

月１日　至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式　　(株) 9,389,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式　　(株) 2,493

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 65,705 7.00平成21年３月31日平成21年６月30日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、

  配当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　 該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　 該当事項はありません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

　
港湾運送事業及
び港湾付帯事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営　業　収　益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,938,092 113,3974,051,489 ― 4,051,489

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

― 22,600 22,600（22,600） ―

計 3,938,092 135,9984,074,090（22,600） 4,051,489

営業利益 298,459 17,531 315,991（117,386） 198,604

(注)　１．事業区分は、当企業集団における事業別収入区分によっております。

    　２．各事業の主な業務

　　(1)港湾運送事業及び港湾付帯作業・・・・一般港湾運送事業、港湾荷役事業、一般貨物自動車運送事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 運送取次事業、倉庫業、通関業

　　(2)その他事業・・・・海運代理店業、構内作業、港湾関連作業、外航利用運送事業

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
港湾運送事業及
び港湾付帯事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営　業　収　益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,510,861 85,703 3,596,565 ― 3,596,565

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

― 21,715 21,715（21,715） ―

計 3,510,861 107,4193,618,281（21,715） 3,596,565

営業利益 222,618 10,783 233,402（173,377） 60,024

(注)　１．事業区分は、当企業集団における事業別収入区分によっております。

   　２．各事業の主な業務

　　(1)港湾運送事業及び港湾付帯作業・・・・一般港湾運送事業、港湾荷役事業、一般貨物自動車運送事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 運送取次事業、倉庫業、通関業

　　(2)その他事業・・・・海運代理店業、構内作業、港湾関連作業、外航利用運送事業

　　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　   全セグメントの営業収益の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメ

     ント情報の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　   全セグメントの営業収益の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメ

     ント情報の記載を省略しております。
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【海外営業収益】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　  海外営業収益が連結営業収益の10％未満のため、海外営業収益の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　  海外営業収益が連結営業収益の10％未満のため、海外営業収益の記載を省略しております。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 308.48円
　

　 　

　 307.91円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 12.86円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 3.36円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 120,687 31,503

普通株式に係る四半期純利益(千円) 120,687 31,503

普通株式の期中平均株式数(株) 9,387,061 9,386,507

　

(重要な後発事象)

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月13日

大　東　港　運　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

　

　

　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

　

　指定有限責任社員
　業務執行社員

　 公認会計士　大　橋　洋　史　　　㊞
　

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　鳥　羽　正　浩　　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大東

港運株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大東港運株式会社及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月14日

大　東　港　運　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

　

　

　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

　

　指定有限責任社員
　業務執行社員

　 公認会計士　大　橋　洋　史　　　㊞
　

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　有　川　　　勉　　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大東

港運株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大東港運株式会社及び連結子会社の平成21年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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